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会頭からの挨拶

～ More For Vietnam ～
ベトナム社会との共生・共創を目指して

　本年度も引き続き「More for Vietnam」をスロー

ガンとして、皆様と共に活動に取り組んで参りたいと思

います。昨年もご説明させて頂きましたが、このスロー

ガンはベトナム社会全体の利益を考えて行動し、さら

に長期的な視点に立ってベトナム社会との共生・共創

を実現する事が、結果的に我々日系企業にさらに大き

なプラスをもたらす、という考えを表しています。

　長期的に日越の関係を深化させ、両国にとってより

意義深く、双方に大きな果実をもたらすには、日本の

技術を継承し共に考え共に創り上げ共に発展していく

パートナー関係を構築することであると言えるでしょ

う。またこれを実現していく為には、ベトナム側が何を

求めているのかを正しく把握することが不可欠です。

　残念ながら2021年度はコロナ禍の影響で、ベトナム

政府や関係各所との対話の主題は「コロナ対策」に終

始し、前向きなコミュニケーションを図ることができま

せんでした。「ウイズコロナ政策」が推し進められる中、

2022年度は改めて本スローガンに基づき積極的に

働きかけを行って参りたいと思います。

　本年度は、昨年度から実行委員会体制の再編成を

行い、注力して参りたいと考えています。

　一つ目は、会員企業にとって重要な「事業環境改善」

です。ホーチミン市人民委員会とのラウンドテーブルな

ど、要望活動をより活性化させるべく事業環境委員会

の強化を図ります。具体的には、法務委員会を事業環

境委員会に統合する事で、法務的な点も含め会員の

皆様の要望事項を同委員会が一括して聴取し、総合

的な見地に立ち提案・要望してゆくことを目指します。

また、生活環境関連の課題やこれまで渉外・広報委員

会が担ってきた生活関連セミナー等の部分につきまし

ては、改めて生活環境委員会として独立させ運営して

参ります。こうする事により、生活面における会員の皆

様のご要望・ご提案をきめ細かくフォローし、より具体

的な提案を行って参りたいと思います。

　尚、昨年20周年を迎えたホーチミン市人民委員会と

のラウンドテーブルにおいて、これまで同会議で果たし

てきた「事業改善」の役割を双方で再認識し、今後は

双方の提案による更なる交流強化を図る事を約束い

たしました。よって、ラウンドテーブルのみに拘らず、同

人民委員会との会合を積極的に開催して参りたいと

思います。

　二つ目は、「日越交流の推進」です。来年50周年を

迎える日越外交関係樹立を祝した記念事業を適切に

実行する為、50周年記念事業（特別）委員会を設置

致しました。同委員会が中心となり日越が協力し様々

な記念事業を行う事は、両国の更なる関係強化を進

めるうえで非常に重要な事と考えております。これか

らの20年、50年を見据えた素晴らしい記念事業を関

係各所と共に企図し、実行して参る所存です。

　三つ目は「諸団体との交流強化と情報発信力の向

上」です。渉外・広報委員会の所管であった諸団体と

の交流について、今年度より会頭の直轄事業と位置づ

けました。会頭である私自ら、政府・諸団体とのコミュ

ニケーションを積極的に図る事で、日系企業のプレゼ

ンスをより強固なものにしたいと考えております。ま

た、これにより広報委員会では会員企業の皆様への役

立つ情報提供に注力してもらうなど、情報発信力の向

上を目指して参ります。

　最後に、昨年度はコロナ禍により思うような活動がで

きない一年でしたが、今年度は「ウイズコロナ政策」の

下、私たち日系企業の存在感をより一層高めるべく鋭

意尽力して参る所存です。昨年度も申しましたが、今

後の実りある日越関係を築くためには、今年を含めこ

の数年が非常に大切な分水嶺であると思います。何

年か後に振り返った時に「ああ、あの時に種をまいて

おいて良かった」と思えるように、活動に取り組んで参

ります。会員企業の皆様のより積極的なご参加をお願

い申し上げます。

ホーチミン日本商工会議所 会頭

水嶋 恒三 （双日ベトナム）
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